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開 催 日 時 平成 27 年 4 月 24 日 (金) 18 時 30 分 ~ 20 時 18 分

開 催 場 所 長島町総合支所 2 階大会議室

出 席 議 員
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参 加 人 数 17 人

議会報告の概要

1 . 開会

2。 挨拶 ･自己紹介

3 . 報告 ･ 説明

(1)平成 26年 12月定例会の概要及び議決結果報告
(2)平成 27年 3月定例会の概要及び議決結果報告
(3)平成 27年度当初予算の特徴 ･事業概要 ･内訳の説明

4 . 上記報告 ･説明に対する質疑応答
5 . 意見交換 (議会運営や議会活動、 市政に関する意見や提言)
6 . 開会

主な意見 ･要望

【質問事項】
･平成 27年 3月定例会の概要
新病院整備事業関係費について
桑名駅西土地区画整理事業費について
土地開発公社の保有土地の買戻し事業費について
語学指導員経費について
防災 ･減災対策計画等策定事業費について
市民税について

【意見 ･要望】
別紙のとおり

備 考





議会報告会記録

【第3 班】 ( 1 / 6 )
開 催 日 時 平成 27 年 4 月 24 日 (金) 18 時 00 分 ~ 20 時 18 分

開 催 場 所 長島町総合支所 2 階 大会議室
参 加 人 数 17 人

議会報告に対
する質疑応答

質 問 回 答
1‐ 命を守ることが最優先

◎新病院整備事業について
･新病院の建設予定額はいく 戦こなったのか。 ･総額 174 億 6,000 万円だが現在入札不調が続いており、 前回

の入札より建築工事関係、電気設備工事関係、機械設備工事

関係の分離発注に切り替えたところ、 入札参加者は現れた。
しかし、 3 工種とも入札不調となった経緯がある。 現在、
できるだけ予算の範囲内で完成できるよう設計変更や、設備
変更等について入札参加者と協議している段階と聞いて
い る。

･ 新病院は災害拠点病院として成り立つのか。 ･ 1 階と 2 階を駐車場にするなど浸水対策を図るなどして
おり、 災害拠点病院としてなりうる。

◎防災 ･減災対策計画等策定事業費について
･総合医療センターで 174 億 6,000 万円や防災拠点を 19 ･平成 27年度では長島地区で防災関係の事業が予算化
億円をかけて星見ヶ丘につくるとあった。 説明によれ されている。
ば、災害が落ち着いてからの避難所とのことだが伊曽島 ①昨年に続き東名阪自動車道の法面の避難場所 6カ所の
地区では南海トラフなど大地震が発生し津波が堤防を 整備
越えた時、 どこにまず避難するのか。 ②同報系防災行政無線のデジタル化に向けて整備するため
伊曽島小学校だけの避難場所では 4,000人が避難でき の調査 ･整備計画の策定の避難場所では 4,000 人が避難でき の調査 ･整備計画の策定



( 2 / 6 )

議会報告に対
する質疑応答

るのか。 土地開発公社の失敗や病院整備での予算等を ③民間指定避難施設 (11カ所) の移動系防災行政無線の整備

避難タワーなどの予算に充てるべきではないか。 ④伊曽島漁港改修事業における防災倉庫の設計監理及び

工事
⑤長島公民館のガラス飛散防止フィルム設置工事

2 . 地理的優位性を活かした元気なまち

◎桑名駅西土地区画整理事業について

･会計の区分は 川炙会計なのか。 当初の事業計画は ･一般会計 で行っているが、 これからの建物移転補償費に

285 億円で、昨年度の段階で約 110 億円を使っていると ついて は、 平成 26 ~ 36 年までで約 129 億円。 年度計画や

聞いている。 市民にはいろいろな面でしわ寄せが来て 合併特例債も入っており粛々と事業を進めているので理解

いると思うがどう考えるのか。駅西開発について大英断 して霧ま しい。

をもって見直してほしい。 長島町の在住者にはあまり

理解できない事業である。

3 . 世界に向けて開かれたまち

◎語学指導員経費について

･何人分の経費なのか ･人数は把握していないので、 後ほどお知らせする。

【補足I A L T 外国人語学指導員は 4 人。

4‐ 平成 27年度一般会計当初予算について

◎土地開発公社について

･公社保有土地の買戻し及び事業化 26 億 3,000 万円との ･土地開発公社を解散するに当たって、 その保有する土地を

ことだが、 これはどういうことか。 買い戻すなどの費用で、その内訳は公園の約 5 億 7 7 00 万円、
星見ヶ丘防災拠点施設の約 19 億 4,300 万円である。

◎防災拠点について

･ 防災拠点というのは新規につくるのか。 ･広域防災避難訓練で広域避難した際、 星見ヶ丘小学校だけで

【第 3 班】
③民間指定避難施設 (11カ所) の移動系防災行政無線の整備
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議会報告に対
する質疑応答

は避難者に対応しきれないことがわかり今回、 中学校予定地
であった用地を購入することになった。

･三重県には何カ所か避難施設があると思うが、 今回は ･市単独の事業である。 三重県の広域防災拠点施設事業の関係
市の単独でつくるのか。 北勢地域にはやっと四日市東 は市も三重県に要請したが選定から外れた。
I C 付近に整備されるがもっと早く手を挙げるべき

だったのでは。

◎市民税について
･ 1.4 % 減の理由は。 ･内訳として、 市民税では法人市民税が税率変更により対

前年度比 7.7% 減。 固定資産税では家屋が対前年度比 4.6 %
滅、 償却で対前年度比 10 % 減。

は避難者に対応しきれないことがわかり今回、 中学校予定地
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参加者からの

意見 ･要望等

･生涯学習推進事業については、 長島生涯学習課がなくなったのは推進ではなく縮小であるように思える。
J.公共施設マネジメント推進事業でも長島の市営駐車場を何年間も放置状態なのに、 これは一体何なのか疑問が残る。

･知恵がある者は知恵を出す。 知恵のない者は汗をかけ。 いろいろな事業があるが、 職員はコンサルタントに出すこと

しかできないのか。自分たちで考える知恵がある と思う。人も物も市民の為にすべて開放するような大きな方向性を持っ

た職員や議員であってほしい。
･財政状態が悪いのであれば星児ヶ丘の防災拠点などを売却する等、 歳入を増やす努力はしているのか。 四日市市や東員

町では歳入を増やす努力を実施しており、特に東員町では 200 区画、 町の住民を増やすと聞いている。 議会として執行部

に対して言っていただきたい。

･前回も要望したはずだが、 報告会での議員の自己紹介のプリントがほしい。

･持ってきた資料に対する質問にはすぐに答弁できるよう々 こしてほしい。

･長島地域では特に水害に関して対策を打ってもらったら文句も出ないが、そこがしっかりしていないと、 何億というお金

が動く駅西開発が本当に役に立つのかとなる。過去から決まっていたことであっても人口の構成やまちづくりも変わって

いる中で、 見直しを議会から積極果敢に提案していただきたい。

･ 5月中旬に第 6 回となる市民安全部と伊曽島地区の避難施設に関する意見交換会が開催される。 この意見交換会は平成

25 年 7 月 2 2 日から実施しており、 今回は、 平成 24 年度に作成された防災マニュアルを 3 月に改訂するとのことなので

その確認と、 伊曽島地区にどんな避難施設が要るかを第 6回意見交換会で提示する。 県北部海抜ゼロメートル地帯対策

協議会での検討の経緯も市民安全部から報告してもらえるよ 引こなっている。避難施設については、国、県も補助をする

と言っているのに、 市が予算を出せないので話が進まないようだが。

･ 1 市 2 町合併の際の約束では北部 ･中部 ･伊曽島地区に防災センターをつくることとなっていた。 中部は防災コミュー

ティセンターができたが、 あと 2 カ所はできていない。 東日本大震災以降、 地震 ･津波に関して住民は危機感を感じて

おり、 この件に関しては地域審議会でも何度も議題に挙げている。 橋も地震が来た時に使えるか、 液状化の事もあり

伊曽島地区の方々が東名阪自動車道の法面まで避難できるのか、 長島町に高い避難施設がないと困る。
. 合併後の市民サービスの低下もひどすぎる。 住民に合併して良かったと言ってもらえるために行政の方は何ができるの

か。 市民の意見を聞いて議会 ･行政に反映するとの挨拶であった。 例えば補助金の問題で言えば 50年以上続いている

長島町体育大会だが、 平成 26 年度に 2 割カットされた。 他の補助金も一律にカットされたので理解をし、 種目を削減

しながら実施したが、 平成 27 年度に関しては平成 26 年度の半分になり、開催するなと言っているようなものだ。 全地域

から参加があり、 交流の場として非常に重要であることから中止はできない。 多度町は平成 27 年度体育大会を開催から参加があり、 交流の場として非常に重要であることから中止はできない。 多度町
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参加者からの

意見 ･要望等

しないと聞いている。 長島町では開催したい。 6月定例会では補正予算で体育大会の予算を計上してほしい。 生涯学習
推進事業費 412 万 4,000 円も計上するなら、 なぜ体育大会に充ててくれないのか。

･ B & G 体育館については災害が発生したときの遺体収容所となるが、 現状は天井が落下し利用が出来ない状態である。
今年度予算が計上されなかった。 財団法人には、 7 月には申請してもらい来年度予算を計上してもらいたい。 6 割が財団

から出ると聞いている。 B & G は様々なクラブ活動の場でもあるが現在は他の地域に行ったりして実施しており、 公民館

など、 長島の施設で代替えして実施した場合に 2,800 円が掛かる。 このような特殊な事情なので会議室料金程度で利用

できるようるこ検討してほしい。
→ 本年度予算申請で間に合わなかったので、 平成 28 年度に申請すると聞いている。 旧市内の方も 4 割から 5割利用

している実績があることから不便さは理解している。 使用料については要望として承る。
･東員町や木曽岬町なみの収納率に上げる事も大切か と思う。 収納率については 98 % を目指してほしい。
･起債残高としては、 平成 26 年度末から平成 27 年度末にかけてどのような姿になるのか聞きたい。
･地域の活動 ｢まめじゃ会｣ が非常に活発ですが、 簡単な旅行を実施しよう と思って市のバスを借りようと聞いてみたが

自治会活動は市の行事ではないので断られた。 長島駅付近の市営駐車場だった所を民間業者に運営してもらったら少し

でもお金が入ってくるのにいまだに何もしていない。 持っているものは有効活用すべき。 現状の様々な施設は税金で

建てられたもの。もっと規制緩和等考えてもらい市民の健康 ･防災等、施設の目的外使用についてもっと推進してほしい。
私たちと行政との基本的なスタンスがずれているのではないか。

･桑名市地域防災計画に実効性はあるのか。 県教育委員会の ｢三重県学校における今後の防災対策 ･防災教育の在り方に

ついて｣ との整合性や、 桑名市地域防災計画の改訂に当たって実効性を確保できるのか。
→ 作成するのが目的ではなく手段であるということを市民安全部に伝える。

･ふるさと納税における納税者の公表について

→ 個人情報のこともあるので困難かと思う。
･南海トラフ地震が 30 年以内に 7 ~ 8 割の割合で発生する。 今までの資料や説明では長島では確実に被害が発生し、
生き残った人たちだけを助ける避難施設を星見ヶ丘に建設すると聞こえた。
→ 長島地区海岸高潮対策事業を県が実施中である。 津波が到来するまでにはある程度時間があると伺っており、 近所

同士で助け合いながら避難していただきたい。 避難してもらえる場所の確保をした。
･ 地域の ｢共助｣ については当前だが、 弱者を助ける健常者が逃げるところもない。 地域性を考えてほしい。地域の ｢共助｣ については当前だが、 弱者を助ける健常者が逃げるところもない。 地域性を考えてほしい。
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参加者からの

意見 ･要望等

･今回の星見ヶ丘に建設される防災施設は、 水害 ･水防についての施設である。 台風についてはある程度時間や進路力

読めるので広域避難という事で市がバス会社と提携して現在、 伊曽島地区の住民もバスで避難させられる。 しかし、

南海トラフの地震対応まで含めて広域避難でまかなえるようにはなっていない。現在堤防の工事を実施しているが全面で

はなく、 地質調査を行った上で弱い箇所を実施している。 液状化で堤防崩落が発生する場合もあるので県が国に要望

している。 市が前回行ったイベントもスーパー伊勢湾台風を想定したものである。 命を守る一時避難場所や、 一時避難

が完了したら生活できる避難場所について市は区別できていない。
. 平成 26 年 12 月 .平成 27 年 3月の市議会定例会をネットで見た。 ある議員が副市長に対し伊曽島地区市民センターを

撤廃すべきという質問をしていた。 総合支所までの距離を言っていたが不正確であり実際は直線距離 4.7km である。 道

のりでは約 6 km ある。 松蔭地区は約 9 km 以上あると思われる。 統廃合を進めるならば、 地区市民センター同士で短距離

の箇所を含めて市全体で進めてもらいたい。先日、市自治会連合会の理事会が開催され、寄付の話題があった。長島地区

は約 1 万 5,000 人、 大山田地区は約 3 万人だが、 昨年の共同募金の実績は大山田地区の 70 万 3,300 円に対し、 長島地区

は 13 1 万 1, o o o 円と非常に協力しているのに議員から調査もせずにあのような発言をされると辛い。 議員同士でも注意

して ほ しし、。

→“ 地区市民センターについては、伊菅島地区だけということではなく、市全体で市民サービスが低下しないような形で

統廃合を検討するということだと思う。
･ある時代、 ある政党がコンクリートから人へとあったと思うが、 南三陸町にボランティアに行っているのだが結果、 役に

立ったのがコンクリートだった。 目の前の話ではコンクリート構造物は役立つ。 目的外使用を問わず、 とにかく今ある

建物の有効活用を考えてもらいたい。 若い職員なら考えられる と思う。

･今回は長島での議会報告会である。 これまでの話は必ず出る。 真摯に受け止めてもらわないと他人事と思われているよう

に感じるので、一度は受け止めてほしい。特に水害については、命にかかわる。伊勢湾台風で一番被害に遭っているのは

長島地区だ。 体験から来る思いがあるからこそ、 防災に関しては熱心な意見要望となるので理解してほしい。

→ 旧市や多度でも堤防が決壊したら長島同様 5 m の浸水区域もあり、 決して他人事ではない。 自然災害の危機管理に

ついて思いは同じである。



桑名市議会からアンケートのお願い

今回、 ご出席いただいた皆様にご意見やご感想をお伺いし、 今後、宮議会活動内容の充実に努めてい
きたいと考えておりますので、 アンケートにご協力をお願いいたします。

まず、 あなたご自身のことについておたずねします。 それぞれの項目について、 一つずつ選んで番
号に○をつけてください。　

　

性別 1 . 男 (16) 2 . 女

年齢 1 . 2 0 歳代以下 2 . 3 0 歳代 3 . 4 0 歳代 (1 ) 4 . 5 0 歳代 ( 1 )
5 . 6 0歳代に(11) 6 . 7 0 歳代以上K 2)

お住まい 1 , 市内 (15) (長島 7 ･長島北 1 ･中部 L ･伊曽島 3 1“松陰 1‘出ロ ]ゞ) - 2 , 市外 の

ご職業 1 . 学生 2 . 会社員 □) 3 . 自営業 (4) 4 . 主婦 5 . 無職 (8)
6 , その他 (1 議員 E 1 職員)

以下の質問にお答えください (複数回答可)

問 1 4 つの会場の中からこの会場を選ばれた理由をお聞かせください。

1 . 自宅から近い氏12) 2 . 勤務先から近い (1) 3 , 支持している議員がいる (1)
4 . その他で(2)

問 2 議会報告会の開催についてゞ どこでお知りになりましたか。

1 . 広報くわな (9) 2 , 市議会ホームページ (2) 3 . 公共施設の案内チラシ (1)
4 , 知り合いの議員から (9)
6 , その他 (3)

問 3 あなたは ｢議会だより』を読んでいますか。
1 . すべて必ず読んでいる (5) 2 . 関心のあるページだけ読んでいる (10)
3 . ほとんど読まないゞ(1) 4 . これまで読んだことがない ( 1)

問 3… 1※ 法 4 .と回答された方にお聞きします。どのような理由から読まないのでしょうか。
1 . 読む時間がなく面倒だから の 2 , 必要な情報、 関心のあ る情報が少ないから
3 . 関心がないから

4 . その他 (地域が違う (1))

問 4 あなたは、 ｢本会議｣ または ｢委員会｣ -をインターネットで視聴したことがありますか。
1 産割安毎回視聴しているK0 , 2 . 視聴したことがある(就き3 . これまで視聴したことがない (7)

　
参加されてのご感想や市議会に対するご意見などをお聞かせください。

※後日、 郵送や F A X などで送付していただいても結構です。
F A X 番号 0 5 9 4 一 2 4 一 1 3 5 9 (桑名市議会事務局)



/



桑名市議会 議会報告会のアンケート結果

[ご意見、感想記載】
･質問内容報告について、 全般的なことか
.参考になりました
･長島地区に防災センターを造って頂きたい
･長島地区の報告会では地元議員を入れるべきです
･出席議員のプロフィールプリントを付けて下さい
･式次第の各項の時刻を記入しておいて下さい
･長島町に対する、 補助金カットは反対。 町民運動会等
･ ご苦労さまでした




